
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ドアホン子器と、インターホン親機と、少なくとも１以上のインターホン副親機とを組
み合わせて構成され、
　上記インターホン親機、副親機から導出された内線ラインには、ワイヤレス発信器から
のワイヤレス信号を上記インターホン親機、副親機に中継するとともに、接続コマンドを
、所定時間間隔毎に発信するワイヤレスコールユニットを接続付加する構成とされており
、
　上記インターホン親機、副親機の各々は、
　コールスイッチを接続する接続端子を備え、その接続端子に接続された上記コールスイ
ッチの操作に対応して表示すべき表示情報を登録する基本登録設定操作モードと、上記ワ
イヤレス発信器の操作に対応して表示すべき表示情報を登録する増設登録設定操作モード
とを実行する機能を備えており、
　上記コールスイッチ、上記ワイヤレス発信器の登録指示操作があった状態で、上記ワイ
ヤレスコールユニットから発信される接続コマンドを受信したときには、上記基本登録設
定操作モードと、上記増設登録設定操作モードとを実行し、上記接続コマンドを受信しな
いときには、上記基本登録設定操作モードを実行する構成としているマルチインターホン
システム。
【請求項２】
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コールスイッチを接続する接続端子を備え、その接続端子に接続された上記コールスイ



　上記インターホン親機、副親機から導出された内線ラインに接続される接続端子と、
　ワイヤレス発信器からのワイヤレス信号を受信して復調するワイヤレス信号受信部と、
　復調したワイヤレス信号を所定のコマンド信号に変換して、上記内線ラインに送出する
コマンド伝送部と、
　上記インターホン親機、副親機に対して、上記基本登録設定操作モードと、上記増設登
録設定操作モードの双方の実行を有効とさせるため、所定時間間隔で、接続コマンドを上
記内線ラインに出力させる接続コマンド発生部とを少なくとも備えたワイヤレスコールユ
ニット。
【請求項３】
　請求項２に記載のワイヤレスコールユニットから接続コマンドを受信したときには、増
設登録設定操作モードが有効となり、接続コマンドを受信したワイヤレスコールユニット
に対して、予め準備された増設登録設定操作を順次繰り返す機能を備えたインターホン親
機。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記した増設登録設定操作モードは、所定の操作を繰り返すことによって、基本登録設
定操作モードの後に、順次有効に付加されるようにしているインターホン親機。
【請求項５】
　請求項３または請求項４において、
　上記した増設登録設定操作モードは、予め増設されたワイヤレスコールユニットに応じ
た数の設定可能アイコンが表示画面に表示されるようにしているインターホン親機。
【請求項６】
　請求項２に記載のワイヤレスコールユニットから接続コマンドを受信したときには、増
設登録設定操作モードが有効となり、接続コマンドを受信したワイヤレスコールユニット
のそれぞれに対して、予め準備された増設登録設定操作を順次繰り返す機能を備えたイン
ターホン副親機。
【請求項７】
　請求項６において、
　上記した増設登録設定操作モードは、所定の操作を繰り返すことによって、基本登録設
定操作モードの後に、順次有効に付加されるようにしているインターホン副親機。
【請求項８】
　請求項６または７において、
　上記した増設登録設定操作モードは、予め増設されたワイヤレスコールユニットに応じ
た数の設定可能アイコンが表示画面に表示されるようにしているインターホン副親機。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、一般住宅などにおいて使用されるインターホンシステムの改良に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近時、一般住宅などにおいては、インターホンシステムが広く使用されている。
このようなインターホンシステムは、少なくとも、ドアホン子器と、インターホン親機と
、複数のインターホン副親機とを組み合わせて構成されており、ドアホン子器からの呼出
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ッチの操作に対応して表示すべき表示情報を登録する基本登録設定操作モードと、ワイヤ
レス発信器の操作に対応して表示すべき表示情報を登録する増設登録設定操作モードとを
実行する機能を備え、上記コールスイッチ、上記ワイヤレス発信器の登録指示操作があっ
た状態で、ワイヤレスコールユニットから発信される接続コマンドを受信したときには、
上記基本登録設定操作モードと、上記増設登録設定操作モードとを実行し、上記接続コマ
ンドを受信しないときには、上記基本登録設定操作モードを実行する構成としているイン
ターホン親機、インターホン副親機と組み合わせて使用され、



に対して、親機あるいは副親機で応答し、ドアホン子器との間で通話したり、親機とそれ
ぞれの副親機との間、あるいは、それぞれの副親機の間で、内線通話をすることができる
ようになっている。
【０００３】
また、このようなインターホンシステムでは、親機あるいは副親機のそれぞれに、コール
スイッチを１つ付加接続できるようになっており、それぞれのコールスイッチには、例え
ば、「コール１」、「コール２」といった２種類の個別識別コードのうち、いずれかの個
別識別コードが割り付けられている。
一方の親機、副親機は、予め、コールスイッチの個別識別コードに対応して名称を登録で
きるようになっており、「コール１」に対して、例えば「トイレ」を登録し、「コール２
」に対して、例えば「おふろ」を登録していれば、「コール１」の個別識別コードを有す
るコールスイッチの操作に対して、トイレからの緊急呼出があることを報知する一方、「
コール２」の個別識別コードを有するコールスイッチの操作に対して、おふろからの緊急
呼出があることを報知するようにしている。
【０００４】
ところで、このようなインターホンシステムでは、コールスイッチを更に増設しようと思
えば、親機、副親機に、コールスイッチを付加接続するための接続端子を更に追加し、そ
れに伴って、その接続端子を通じてコールスイッチよりコールコマンドを受信するための
制御回路を追加する必要があり、それらの製造時に要するコスト、時間が増加し、また、
追加した接続端子にコールスイッチをいちいち接続する必要があるので、システムの施工
性が悪かった。
【０００５】
そこで、このような問題を解決するために、本発明者らは、以下に示すようなインターホ
ンシステムを提案している。
すなわち、このシステムは、複数のワイヤレス発信器を新たなコールスイッチとして設け
る一方、親機あるいは副親機より導出される内線ラインに、ワイヤレス発信器から発信さ
れるワイヤレス信号を受信するためのワイヤレスコールユニットを更に接続した構成をし
ており、ワイヤレスコールユニットが、ワイヤレス発信器によるワイヤレス信号を受信す
ると、受信したワイヤレス信号を所定のコールコマンドとして、内線ラインを介して親機
あるいは副親機に送出し、親機、副親機が、内線ラインを介して受信したコールコマンド
に基づいて、ワイヤレス発信器に対応した呼出をするようにしている。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
そのため、親機あるいは副親機は、このような機能を有効とするために、新たなコールス
イッチとして設けたワイヤレス発信器の個別識別コード（例えば、「コール３」や「コー
ル４」など、コールスイッチに割り付けられた個別識別コード以外のもの）に対応して、
「トイレ」や「おふろ」などの名称を登録するための増設登録設定画面を順次表示して、
ユーザーがこれらの名称を登録できるようにしているが、ワイヤレス発信器を新たなコー
ルスイッチとして設けない場合でも、増設登録設定画面が表示されるため、そのキャンセ
ル操作が面倒であった。
【０００７】
本発明は、上記事情を考慮してなされたものであり、ワイヤレス発信器を新たなコールス
イッチとして増設付加するときには、親機あるいは副親機に、ワイヤレス発信器の登録を
有効とするようにしたインターホンシステム、及び、このシステムを構成するインターホ
ン親機、インターホン副親機、ワイヤレスコールユニットを提供することを目的としてい
る。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
　上記目的を達成するために、本発明の請求項１に記載のマルチインターホンシステムで
は、インターホン親機、副親機から導出された内線ラインには、ワイヤレス発信器からの
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ワイヤレス信号をインターホン親機、副親機に中継するとともに、接続コマンドを、所定
時間間隔毎に発信するワイヤレスコールユニットを接続付加する構成とされており、イン
ターホン親機、副親機の各々は、コールスイッチを接続する接続端子を備え、その接続端
子に接続されたコールスイッチの操作に対応して表示すべき表示情報を登録する基本登録
設定操作モードと、ワイヤレス発信器の操作に対応して表示すべき表示情報を登録する増
設登録設定操作モードとを実行する機能を備えており、コールスイッチ、ワイヤレス発信
器の登録指示操作があった状態で、ワイヤレスコールユニットから発信される接続コマン
ドを受信したときには、基本登録設定操作モードと、増設登録設定操作モードとを実行し
、接続コマンドを受信しないときには、基本登録設定操作モードを実行する構成としてい
る。
【０００９】
　請求項２に記載のワイヤレスコールユニットでは、

インタ
ーホン親機、副親機から導出された内線ラインに接続される接続端子と、ワイヤレス発信
器からのワイヤレス信号を受信して復調するワイヤレス信号受信部と、復調したワイヤレ
ス信号を所定のコマンド信号に変換して、内線ラインに送出するコマンド伝送部と、イン
ターホン親機、副親機に対して、基本登録設定操作モードと、増設登録設定操作モードの
双方の実行を有効とさせるため、所定時間間隔で、接続コマンドを内線ラインに出力させ
る接続コマンド発生部とを少なくとも備えている。
【００１０】
請求項３に記載のインターホン親機では、請求項２に記載のワイヤレスコールユニットか
ら接続コマンドを受信したときには、増設登録設定操作モードが有効となり、接続コマン
ドを受信したワイヤレスコールユニットに対して、予め準備された増設登録設定操作を順
次繰り返す機能を備えた。
請求項４に記載のインターホン親機では、上記した増設登録設定操作モードは、所定の操
作を繰り返すことによって、基本登録設定操作モードの後に、順次有効に付加されるよう
にしている。
【００１１】
請求項５に記載のインターホン親機では、上記した増設登録設定操作モードは、予め増設
されたワイヤレスコールユニットに応じた数の設定可能アイコンが表示画面に表示される
ようにしている。
請求項６に記載のインターホン副親機では、請求項２に記載のワイヤレスコールユニット
から接続コマンドを受信したときには、増設登録設定操作モードが有効となり、接続コマ
ンドを受信したワイヤレスコールユニットのそれぞれに対して、予め準備された増設登録
設定操作を順次繰り返す機能を備えた。
【００１２】
請求項７に記載のインターホン副親機では、上記した増設登録設定操作モードは、所定の
操作を繰り返すことによって、基本登録設定操作モードの後に、順次有効に付加されるよ
うにしている。
請求項８に記載のインターホン副親機では、上記した増設登録設定操作モードは、予め増
設されたワイヤレスコールユニットに応じた数の設定可能アイコンが表示画面に表示され
るようにしている。
【００１３】
【発明の実施の形態】
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コールスイッチを接続する接続端子
を備え、その接続端子に接続されたコールスイッチの操作に対応して表示すべき表示情報
を登録する基本登録設定操作モードと、ワイヤレス発信器の操作に対応して表示すべき表
示情報を登録する増設登録設定操作モードとを実行する機能を備え、コールスイッチ、ワ
イヤレス発信器の登録指示操作があった状態で、ワイヤレスコールユニットから発信され
る接続コマンドを受信したときには、基本登録設定操作モードと、増設登録設定操作モー
ドとを実行し、接続コマンドを受信しないときには、基本登録設定操作モードを実行する
構成としているインターホン親機、インターホン副親機と組み合わせて使用され、



以下に、本発明の実施の形態について、図面とともに説明する。
図１は、本発明のマルチインターホンシステムの要部構成の一例を示す図である。
このシステムでは、インターホン親機としてテレビインターホン親機１を設置しており、
テレビインターホン親機１からは、インターホン副親機を接続するための内線ラインＬ，
Ｌを導出しており、一方の内線ラインＬには、テレビインターホン副親機２、ワイヤレス
コールユニット４、通話専用型副親機３を接続し、他方の内線ラインＬには、テレビイン
ターホン副親機２，２、通話専用型インターホン３を接続している。
【００１４】
また、このシステムでは、テレビインターホン親機１には、玄関先に設置されるドアホン
子器Ｄ，Ｄ、増設スピーカＣ、コールスイッチＢを付加接続し、テレビインターホン副親
機２には、増設スピーカＣ、コールスイッチＢを付加接続している。
このような構成において、訪問者がドアホン子器Ｄ，Ｄを操作したときには、親機１、副
親機２，３では、スピーカＳＰや増設スピーカＣより呼出音を鳴動し（なお、増設スピー
カＣは、呼出音の鳴動と同時に、フラッシュ発光もしている。）、住居人の応答があれば
、ドアホン子器Ｄ，Ｄとの間で通話できるようになっている。なお、このとき、テレビイ
ンターホン親機１、テレビインターホン副親機２，２では、ドアホン子器Ｄ，Ｄによる映
像を表示画面Ｍに表示することによって、住居人が訪問者の顔や姿を確認できるようにな
っている。
【００１５】
また、親機１、副親機２，３では、それぞれにグループ名（例えば、「グループＡ」、「
グループＢ」）を割り当てて登録しておけば、特定のグループ名が登録された親機１、副
親機２，３を呼び出し、内線通話をすることができるようになっている。
更に、親機１、副親機２のそれぞれに付加接続されたコールスイッチＢは、例えば、「コ
ール１」、「コール２」といった２種類の個別識別コードが割り付けられており、これら
が操作されたときには、親機１、副親機２に対して、個別識別コードを含むコールコマン
ドを送出し、このコールコマンドを受信した親機１、副親機２が、予め、コールスイッチ
Ｂの個別識別コードに対応して登録された名称、例えば、「コール１」に対して「トイレ
」を、一方、「コール２」に対して「おふろ」を表示画面Ｍに表示して、親機１、副親機
２の近隣にいる人を呼び出すようにしている。図２には、そのときの表示画面Ｍにおける
表示態様を示しており、「トイレ」からの呼出があったことを、所定時間毎に表示画面を
切り替えて、近隣にいる人を呼び出すようにしている。
【００１６】
このとき、親機１、副親機２は、図２に示すような表示動作をするとともに、スピーカＳ
Ｐより所定の呼出音を出力するようになっているが、操作されたコールスイッチＢの個別
識別コードに対応して、スピーカＳＰより異なる呼出音、例えば、「コール１」に対して
「ピピピピピ」と出力する一方、「コール２」に対して「ピーピーピー」と出力するよう
にしてもよい。
【００１７】
ここで、親機１、副親機２は、上述するような動作をして、近隣にいる人の呼出をすると
ともに、コールスイッチＢより受信したコールコマンドを、内線ラインＬを介して、他の
親機１、副親機２に転送するようにもなっており、これを受信した他の親機１、副親機２
でも、上述するような動作をして、その近隣にいる人を呼び出すようになっている。
【００１８】
このような基本動作をなすインターホンシステムにおいて、本発明では、図１に示すよう
に、ワイヤレス発信器５、５・・・を新たなコールスイッチとして備えており、ワイヤレ
ス発信器５、５・・・によるワイヤレス信号を、ワイヤレスコールユニット４で受信する
ことにより、親機１、副親機２で、その近隣にいる人を呼び出すことができるようになっ
ている（以降、この機能を「ワイヤレスコール機能」という）。
【００１９】
これを可能とするために、ワイヤレスコールユニット４は、図３に示すような構成となっ
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ており、ＣＰＵなどで構成され、以下の各部を制御するマイコン４０と、ワイヤレス発信
器５、５・・・より発信されるワイヤレス信号を、アンテナＡＮＴを介して受信して復調
するワイヤレス信号受信部４１と、ワイヤレス信号受信部４１によって受信したワイヤレ
ス信号をＦＳＫ方式により変調してＦＳＫ信号にするコマンド伝送部４２と、接続コマン
ドを発生して、内線ラインＬに対して送出する接続コマンド発生部４３と、先述した各部
に電源を供給する電源部４４と、ワイヤレスコールユニット４を内線ラインＬに接続する
ための接続端子４５，４５とを備える。
【００２０】
なお、ワイヤレス信号受信部４１は、ワイヤレス発信器５、５、・・・より発信されてく
るワイヤレス信号を復号化するためのデコーダ４１Ａを備えている。接続コマンド発生部
４４から内線ラインＬに対する接続コマンドは、所定時間間隔、例えば、１５秒間隔毎に
送出されており、これを、親機１、副親機２が受信したときには、接続コマンドを受信し
たワイヤレスコードユニット４に対する増設登録設定操作モードを有効とするようになっ
ている。
【００２１】
すなわち、接続コマンドを受信したときには、親機１、副親機２は、図４のフローチャー
トに示すように、ドアホン子器Ｄ，Ｄや、先述したグループ名などの登録設定（１００）
や、コールスイッチＢの登録設定（１０１，１０２）を有効とする基本登録設定操作モー
ドを実行した後、増設付加されたワイヤレス発信器５，５，・・・の登録設定（１０３～
１０６）を有効とする増設登録設定操作モードを実行するようになっている。ここで、ス
テップ１０３～１０６に示す登録設定とは、ワイヤレス発信器５，５，・・・に予め割り
付けられた個別識別コード、例えば、「コール３」～「コール６」といった個別識別コー
ドに対応して、「トイレ」、「おふろ」、「寝室」などの名称を登録することをいう。
【００２２】
なお、親機１、副親機２は、ワイヤレスコールユニット４から、所定時間以上、例えば、
６０秒以上受信しなかったときには、ワイヤレスコールユニット４が未接続と認識して、
ステップ１０３～１０６に示す登録設定を不可能とする。
次に、本発明のインターホンシステムが、ワイヤレスコール機能を実行する際の動作例に
ついて、図５のフローチャート（２００～２０４）とともに説明する。　すなわち、いず
れかのワイヤレス発信器５、５、・・・が操作されると、ワイヤレス発信器５、５、・・
・は、それぞれの個別識別コードを含むワイヤレス信号を、ワイヤレスコールユニット４
に発信する（２００）。
【００２３】
すると、ワイヤレスコールユニット４は、ワイヤレス信号受信部４１によって、このワイ
ヤレス信号を受信して復調し、更に、受信したワイヤレス信号をデコーダ４１Ａによって
復号化した後（２０１）、復号化したワイヤレス信号を、コマンド伝送部４２によって、
ＦＳＫ方式などにより変調してＦＳＫ信号にし、コールコマンドとして、内線ラインＬに
対して送出する（２０２）。
【００２４】
すると、親機１、副親機２は、内線ラインＬに送出されたコールコマンドを受信し（２０
３）、受信したコールコマンドに含まれる個別識別コードを認識し、認識した個別識別コ
ードに対応した呼出をする（２０４）。ここで、このときの呼出態様は、先述したコール
スイッチＢの操作に対する呼出態様と同様であるので、説明を省略する。
【００２５】
なお、上記した実施の形態では、コールスイッチＢあるいはワイヤレス発信器５の操作に
対する呼出は、親機１、副親機２で行うようになっているが、本発明ではこの例に限られ
ず、通話専用型インターホン３が、内線ラインＬに送出されたコールコマンドを受信し、
そのコールコマンドより認識した個別識別コードに対応して、異なる呼出音を出力して呼
出をするようにしてもよい。また、通話専用型インターホン３に、コールスイッチＢを付
加接続できるようにしてもよい。
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【００２６】
更に、上記した実施の形態では、ワイヤレスコールユニット４を１台しか増設付加してい
ないが、本発明ではこの例に限られず、ワイヤレスコールユニット４を複数増設付加し、
それぞれのユニット４より送出される接続コマンドに、ユニット４を識別するための個別
識別コードを含ませておき、これを受信した親機１、副親機２が、解読した個別識別コー
ドに従って、ワイヤレスコールユニット４に対する増設登録設定操作モードを実行するよ
うにしてもよい。
【００２７】
すなわち、ステップ１０３～１０６（図４参照）を、１台目のワイヤレスコールユニット
４に対する増設登録設定操作モードとし、それが終了すれば、他のワイヤレスコールユニ
ット４に対する増設登録設定操作モードを順次実行するようにしてもよい。
また、表示画面Ｍに、それぞれのワイヤレスコールユニット４の設定可能アイコンを表示
して、ユーザーがカーソル操作などにより選択すると、そのワイヤレスコールユニット４
に対する増設登録設定操作を実行するようにしてもよい。
【００２８】
【発明の効果】
　以上の説明からも理解できるように、本発明の請求項１に記載の記載のマルチインター
ホンシステムでは、インターホン親機、インターホン副親機は、

ワイヤレスコールユニットから発信される接
続コマンドを受信したときには、

親機あるいは副親機より導出される内線ラインに、ワイヤレスコールユ
ニットを付加接続したときのみ、親機あるいは副親機に、ワイヤレス発信器を新たなコー
ルスイッチとして登録することができる。
【００２９】
　請求項２に記載のワイヤレスコールユニットでは、システム内の任意の内線ラインに増
設付加すれば、ワイヤレス発信器からのワイヤレス信号を受信して、親機や副親機を呼び
出すことができる。
　また、所定時間間隔で、

接続コマンドを内線ライ
ンに出力させる接続コマンド発生部を更に備えているので、親機、副親機では、接続コマ
ンド発生部から出力された接続コマンドを受信したときのみ、接続コマンドを受信したワ
イヤレスコールユニットに対する増設登録設定操作モードを実行することができる。
【００３０】
また、所定時間間隔で接続コマンドを内線ラインに出力させる接続コマンド発生部を更に
備えているので、親機、副親機では、接続コマンド発生部から出力された接続コマンドを
受信したときのみ、接続コマンドを受信したワイヤレスコールユニットに対する増設登録
設定操作モードを実行することができる。
請求項３に記載のインターホン親機では、請求項２に記載のワイヤレスコールユニットか
ら接続コマンドを受信したときのみ、増設登録設定操作モードが有効となり、接続コマン
ドを受信したワイヤレスコールユニットに対して、予め準備された増設登録設定操作を順
次繰り返すことができる。
【００３１】
請求項４に記載のインターホン親機では、上記した増設登録設定操作モードは、所定の操
作を繰り返すことによって、基本登録設定操作モードの後に、順次有効に付加されるよう
にしているので、ドアホン子器の表示設定や、内線通話におけるグループ名などの基本登
録設定操作をした後に、ワイヤレス発信器の登録設定操作をすることができる。
【００３２】
請求項５に記載のインターホン親機では、上記した増設登録設定操作モードは、予め増設
されたワイヤレスコールユニットに応じた数の設定可能アイコンが表示画面に表示される
ようにしているので、表示画面に表示された設定可能アイコンをカーソル操作などにより
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コールスイッチ、ワイヤ
レス発信器の登録指示操作があった状態で、

基本登録設定操作モードと、増設登録設定操作モードと
を実行するので、

インターホン親機、副親機に対して、基本登録設定操作モード
と、増設登録設定操作モードの双方の実行を有効とさせるための



選択して、所望のワイヤレスコールユニットに対する増設登録設定操作をすることができ
る。
【００３３】
請求項６に記載のインターホン副親機では、請求項２に記載のワイヤレスコールユニット
から接続コマンドを受信したときには、増設登録設定操作モードが有効となり、接続コマ
ンドを受信したワイヤレスコールユニットに対して、予め準備された増設登録設定操作を
順次繰り返すことができる。
請求項７に記載のインターホン副親機では、上記した増設登録設定操作モードは、所定の
操作を繰り返すことによって、基本登録設定操作モードの後に、順次有効に付加されるよ
うにしているので、ドアホン子器の表示設定や、内線通話におけるグループ名などの基本
登録設定操作をした後に、ワイヤレス発信器の登録設定操作をすることができる。
【００３４】
請求項８に記載のインターホン副親機では、上記した増設登録設定操作モードは、予め増
設されたワイヤレスコールユニットに応じた数の設定可能アイコンが表示画面に表示され
るようにしているので、表示画面に表示された設定可能アイコンをカーソル操作などによ
り選択して、所望のワイヤレスコールユニットに対する増設登録設定操作をすることがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明のマルチインターホンシステムの要部構成の一例を示す図である。
【図２】コールスイッチあるいはワイヤレス発信器の操作に対して呼出をするときの表示
態様の一例を示す図である。
【図３】ワイヤレスコールユニットの内部構成の一例を示す図である。
【図４】テレビインターホン親機あるいは副親機における登録モードについて説明するた
めのフローチャートである。
【図５】ワイヤレスコール機能を実行するときの動作例について説明するためのフローチ
ャートである。
【符号の説明】
１・・・インターホン親機
２，３・・・インターホン副親機
４・・・ワイヤレスコールユニット
５・・・ワイヤレス発信器
４１・・・ワイヤレス信号受信部
４２・・・ワイヤレス信号復調部
４３・・・接続コマンド発生部
４５・・・接続端子
Ｂ・・・コールスイッチ
Ｃ・・・増設スピーカ
Ｄ・・・ドアホン子器
Ｌ・・・内線ライン
Ｍ・・・表示画面
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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